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令和 年 月 日

神奈川県内広域水道企業団議会

７月臨時会 会議録

○令和７年７月１５日 午後２時００分開議

───────────────────────────────────────

○本日の出席議員 １１名

出 席 議 員

斉 藤 達 也

横 山 勇 太 朗

中 島 光 徳

森 ひ ろ た か

渡 辺 光 一

小 島 健 一

い そ も と 桂 太 郎

青 山 圭 一

石 田 康 博

林 敏 夫

か わ の 忠 正

説明のための出席者

企 業 長 城 博 俊

副 企 業 長 山 隈 隆 弘

総 務 部 長 津 田 宏

浄 水 部 長 小 池 健 一

建 設 部 長 依 田 一 仁

職務のため議場に出席した事務局職員

事 務 局 長 池 田 和 弘

○事務局長（池田和弘君）議員の皆様に申し上げます。

ただいまから臨時会が開催されるわけですが、まず議長選挙を行うため、地方自治法
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○臨時議長（かわの忠正君）この際、この際申し上げます。議会閉会中におきまして、企

業団議会議員の西郷宗範君から５月１１日に、黒川勝君、渡邊忠則君、行田朝仁君、山

浦英太君から５月１４日に、しきだ博昭君、森正明君、斉藤たかみ君から５月２５日に、

浅野文直君、押本吉司君、春孝明君から６月１日に、それぞれ議員辞職願いが提出され、

同日付けをもって許可されましたので、ご報告申し上げます。

○臨時議長（かわの忠正君）次に、ただいまの各議員の辞職に伴いまして、新たに当選さ

れました議員の紹介をいたします。まず、５月１２日付けで当選されました横須賀市議

会議員の渡辺光一君、５月１５日付けで当選されました横浜市会議員の斉藤達也君、横

山勇太朗君、中島光徳君、森ひろたか君、５月２６日付けで当選されました神奈川県議

会議員の小島健一君、いそもと桂太郎君、青山圭一君、６月２日付けで当選されました

川崎市議会議員の石田康博君、林敏夫君、私、かわの忠正、以上でございます。

○臨時議長（かわの忠正君）この際、企業長から発言を求められておりますので、これを

許します。

〔城企業長発言を求む〕

城企業長。

○企業長（城博俊君）企業長の城博俊でございます。議長のお許しを得ましたので、一言

ごあいさつ申しあげます。

このたび、地方自治法第１０１条第３項の規定により、いそもと桂太郎議員ほか３名

の議員の方々から、臨時会招集の請求がございましたので、本日、議会を招集させてい

ただいた次第でございます。

議員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、ご参集賜わりまして、誠に有難う

ございます。心からお礼申し上げます。この場をお借りいたしまして、当企業団の議事

説明者をご紹介申し上げます。

まず、皆様方からご覧になって私の右側になりますが、副企業長の山隈隆弘でござい

ます。その隣は建設部長で水道技術管理者の依田一仁でございます。私の左側になりま

すが総務部長の津田宏でございます。その隣は浄水部長の小池健一でございます。

私ともども、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、構成団体水道事業者と当企業団のいわゆる５事業者は、これまで相模川、酒匂

川の水源開発で連携するなど水道水の安定供給を通じ地域の発展に貢献してきましたが、

近年は人口減少に伴う水需要の減少や水道施設の老朽化といった共通の課題に直面して

令和 年 月 日

第１０７条の規定により、年長議員が、臨時に議長の職務を行うことになっております。

したがいまして、かわの忠正議員に臨時に議長の職務をお願いいたします。

〔年長議員（かわの忠正君）議長席へ着く〕

神奈川県内広域水道企業団議会

７月臨時会議事日程

令和７年７月１５日午後２時００分開議

第１ 議長の選挙

第２ 副議長の選挙

第３ 議席の指定

第４ 会期の決定

第５ 広域水道常任委員会委員の選任

第６ 議会運営委員会委員の選任

第７ 議案第６号 副企業長の選任について

第８ 議案第７号 監査委員の選任について

第９ 委員会の閉会中の継続調査

〔事務局長報告〕

出席議員 臨時議長共１１名

○臨時議長（かわの忠正君）ただいまご紹介を受けましたかわの忠正でございます。

地方自治法第１０７条の規定によりまして、臨時に議長の職務を行います。なにとぞ

よろしくお願いいたします。

○臨時議長（かわの忠正君）このたび招集されました神奈川県内広域水道企業団議会７月

臨時会をこれより開会いたします。

これより会議を開きます。

○臨時議長（かわの忠正君）本臨時会の会議録署名議員を本職から指名いたします。

斉 藤 達 也 君

いそもと桂太郎 君

以上の両君にお願いいたします。
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○臨時議長（かわの忠正君）この際、この際申し上げます。議会閉会中におきまして、企

業団議会議員の西郷宗範君から５月１１日に、黒川勝君、渡邊忠則君、行田朝仁君、山

浦英太君から５月１４日に、しきだ博昭君、森正明君、斉藤たかみ君から５月２５日に、

浅野文直君、押本吉司君、春孝明君から６月１日に、それぞれ議員辞職願いが提出され、

同日付けをもって許可されましたので、ご報告申し上げます。

○臨時議長（かわの忠正君）次に、ただいまの各議員の辞職に伴いまして、新たに当選さ

れました議員の紹介をいたします。まず、５月１２日付けで当選されました横須賀市議

会議員の渡辺光一君、５月１５日付けで当選されました横浜市会議員の斉藤達也君、横

山勇太朗君、中島光徳君、森ひろたか君、５月２６日付けで当選されました神奈川県議

会議員の小島健一君、いそもと桂太郎君、青山圭一君、６月２日付けで当選されました

川崎市議会議員の石田康博君、林敏夫君、私、かわの忠正、以上でございます。

○臨時議長（かわの忠正君）この際、企業長から発言を求められておりますので、これを

許します。

〔城企業長発言を求む〕

城企業長。

○企業長（城博俊君）企業長の城博俊でございます。議長のお許しを得ましたので、一言

ごあいさつ申しあげます。

このたび、地方自治法第１０１条第３項の規定により、いそもと桂太郎議員ほか３名

の議員の方々から、臨時会招集の請求がございましたので、本日、議会を招集させてい

ただいた次第でございます。

議員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、ご参集賜わりまして、誠に有難う

ございます。心からお礼申し上げます。この場をお借りいたしまして、当企業団の議事

説明者をご紹介申し上げます。

まず、皆様方からご覧になって私の右側になりますが、副企業長の山隈隆弘でござい

ます。その隣は建設部長で水道技術管理者の依田一仁でございます。私の左側になりま

すが総務部長の津田宏でございます。その隣は浄水部長の小池健一でございます。

私ともども、ご指導ご鞭撻を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、構成団体水道事業者と当企業団のいわゆる５事業者は、これまで相模川、酒匂

川の水源開発で連携するなど水道水の安定供給を通じ地域の発展に貢献してきましたが、

近年は人口減少に伴う水需要の減少や水道施設の老朽化といった共通の課題に直面して
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ても、利用者の信頼を損なうことのないよう施設の強靭化を図る取組みが求められてい

ます。

水道事業者が老朽化対策や震災対策を進めていく上では、日常の施設の点検、計画的

な修繕や更新の実施はもとより、国庫補助の導入といった財源の確保、また水道技術に

携わる人材の確保、危機管理に即した訓練の実施、さらには民間活力の導入・官民協力

体制の構築などにしっかり取り組み、水道インフラの重要性に関する県民・市民の皆さ

んの認識が高まっている中にあって、その期待と信頼を逸しないよう、構成団体水道事

業者への水道用水の安定供給に万全を尽くしてまいる所存でございます。

議員の先生方には、今後１年間、当企業団の事業運営に対し、ご指導、ご鞭撻を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

以上、臨時会冒頭にあたってのご挨拶とさせていただきます。

○臨時議長（かわの忠正君）これより、日程に従い、審議を行います。

日程第１、議長の選挙を行います。

おはかりいたします。

選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選に

よりたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○臨時議長（かわの忠正君）ご異議がないと認めます。

よって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。

おはかりいたします。

指名の方法については、本職において指名することにいたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○臨時議長（かわの忠正君）ご異議がないと認めます。

よって、本職において指名することに決定いたしました。

議長に小島健一君を指名いたします。

おはかりいたします。

ただいま本職において指名いたしました小島健一君を議長の当選人と定めることにご

異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○臨時議長（かわの忠正君）ご異議がないと認めます。
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おり、これら課題を乗り越えるために、更に連携・協力していくことといたしました。

具体的には、５事業者は協力して、将来を見据えた「水道システムの再構築」を行うこ

ととし、「水道施設の再構築」、「上流取水の優先的利用」、「取水・浄水の一体的運

用」の３つを取組の方向性として定め、その実現に向けて協議を重ねてきたところであ

ります。

そして、昨年、令和６年５月に、構成団体の首長と当企業団企業長の５者の間で、

「水道システムの再構築の推進に関する覚書」を締結し、より一層、連携を深めながら、

推し進めることを確認いたしました。

この再構築に関する施設整備にあたっては多額の事業費を要しますことから、国等に

おいて財政支援制度等の創設をしていただくことが大変重要な課題であるものと考えて

おります。

その後、施設整備費の負担を軽減するため、国の財政支援等を得られるよう、令和６

年７月に５首長名で国土交通省等に要望活動を行いました。

また、同年９月には５議会議長名で、再構築事業に活用可能な財政支援制度の創設を

求めて、国土交通大臣等に要望活動を行っていただきました。

また、河川管理者や農業者、漁業者などの関係者との合意形成も必要となっておりま

すので、行政機関も交え、鋭意、各方面との協議と調整を図っているところであります。

こうした中にあって、現在、５事業者は、施設整備の詳細検討及び令和９年度からの

着手に向けた準備を進めているところであります。

このように、水道システムの再構築という大事業を進めていく上では、様々な課題が

ございますが、私ども５水道事業者は、首長合意のもと、その実現に向けて一層連携し

て取り組んでまいる所存であります。議員各位におかれましても、様々なお立場からお

力添えを賜りますようよろしくお願い申し上げます。

本臨時会におきましては、ただ今申し上げました水道システムの再構築のほか、企業

団の事務事業の概要や基幹計画である「かながわ広域水道ビジョン」等について、ご説

明させていただきます。こちらにつきましても忌憚のないご意見を賜りますよう重ねて

お願い申し上げます。

おわりに、埼玉県八潮市で大きな道路陥没事故が発生し、現在も復旧作業が続いてい

る中、全国各地でも水道管の破損などに伴う減断水事故が散見しているところでありま

す。また、能登半島地震により石川県内で水道施設も被災し、復旧には長期間を要して

います。

こうしたインフラの老朽化が原因と推測される事故や自然災害による被災につきまし
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ても、利用者の信頼を損なうことのないよう施設の強靭化を図る取組みが求められてい

ます。

水道事業者が老朽化対策や震災対策を進めていく上では、日常の施設の点検、計画的

な修繕や更新の実施はもとより、国庫補助の導入といった財源の確保、また水道技術に

携わる人材の確保、危機管理に即した訓練の実施、さらには民間活力の導入・官民協力

体制の構築などにしっかり取り組み、水道インフラの重要性に関する県民・市民の皆さ

んの認識が高まっている中にあって、その期待と信頼を逸しないよう、構成団体水道事

業者への水道用水の安定供給に万全を尽くしてまいる所存でございます。

議員の先生方には、今後１年間、当企業団の事業運営に対し、ご指導、ご鞭撻を賜り

ますよう、よろしくお願い申し上げます。

以上、臨時会冒頭にあたってのご挨拶とさせていただきます。

○臨時議長（かわの忠正君）これより、日程に従い、審議を行います。

日程第１、議長の選挙を行います。

おはかりいたします。

選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選に

よりたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○臨時議長（かわの忠正君）ご異議がないと認めます。

よって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。

おはかりいたします。

指名の方法については、本職において指名することにいたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○臨時議長（かわの忠正君）ご異議がないと認めます。

よって、本職において指名することに決定いたしました。

議長に小島健一君を指名いたします。

おはかりいたします。

ただいま本職において指名いたしました小島健一君を議長の当選人と定めることにご

異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○臨時議長（かわの忠正君）ご異議がないと認めます。
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おはかりいたします。

指名の方法については、本職において指名することにいたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。

よって、本職において指名することに決定いたしました。

副議長に斉藤達也君を指名いたします。

おはかりいたします。

ただいま本職において指名いたしました斉藤達也君を副議長の当選人と定めることに

ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。

よって、ただいま指名いたしました斉藤達也君が副議長に当選されました。

ただいま副議長に当選されました斉藤達也君が議場におられますので、本席から会議

規則第３２条第２項の規定による告知をいたします。

〔斉藤達也君発言を求む〕

斉藤達也君。

○副議長（斉藤達也君）ただいま、皆様方のご推挙をいただき、副議長に当選させてい

ただきました斉藤達也でございます。このような重責を担うことになりましたことを、

大変光栄に存じますとともに、責任の重大さを痛感いたしております。

水道事業におきましては、喫緊の課題も多く、大変厳しい事業環境の中ではあります

が、小島議長の下、様々な重要課題にも積極的に取り組むと共に、議会の円滑な運営に

努めてまいる所存であります。

議員各位のご指導、ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げまして、まことに簡

単ではございますが、就任のご挨拶とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（小島健一君）次に、日程第３、議席の指定を行います。

議席につきましては、会議規則第４条第１項の規定により、お手元に配付いたしまし

た議席表のとおり指定いたします。

〔参 照〕

指定された議席

令和 年 月 日

よって、ただいま指名いたしました、小島健一君が議長に当選されました。

ただいま議長に当選されました小島健一君が、本日、議場におられますので、本席か

ら会議規則第３２条第２項の規定による告知をいたします。

〔小島健一君発言を求む〕

小島健一君。

○議長（小島健一君）ただいま先輩、同僚各議員のご指名、ご推挙を受けまして、議長に

当選させていただきました小島健一でございます。

議長就任に際し、一言ご挨拶申し上げます。

当企業団は、昭和４４年５月に設立され、現在では、企業団からの供給水量が、構成

団体全体の５０％を超え、県民・市民の約９割の方が、企業団の水を利用するに至って

おります。

その一方、近年では、人口減少に伴う水需要の減少や施設の老朽化、自然災害への対

応など、喫緊の課題が山積している状況であります。昨年５月には、企業団と各構成団

体の水道事業者が、連携・協力して「水道システムの再構築」を進めるため、覚書を締

結し、いよいよ、本格的に再構築事業に取り組む準備を始めてまいります。

このような企業団議会の議長に選ばれましたことは、その責任の重大さに、身が引き

締まる思いがするところであり、議会の円滑な運営のため、最善の努力をして参りたい

と考えております。

議員の皆様、当局、関係各位におかれましては、引き続き、一層のご指導、ご鞭撻を

賜りますよう心からお願いを申し上げまして、私からの議長就任のご挨拶とさせていた

だきます。

○臨時議長（かわの忠正君）それでは、議長と交代いたします。

〔かわの臨時議長退席、小島議長着席〕

○議長（小島健一君）引き続き議事を進めます。

日程第２、副議長の選挙を行います。

おはかりいたします。

副議長の選挙の方法につきましても、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名

推選によりたいと思いますが、これにご異議ございませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。

よって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。
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おはかりいたします。

指名の方法については、本職において指名することにいたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。

よって、本職において指名することに決定いたしました。

副議長に斉藤達也君を指名いたします。

おはかりいたします。

ただいま本職において指名いたしました斉藤達也君を副議長の当選人と定めることに

ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。

よって、ただいま指名いたしました斉藤達也君が副議長に当選されました。

ただいま副議長に当選されました斉藤達也君が議場におられますので、本席から会議

規則第３２条第２項の規定による告知をいたします。

〔斉藤達也君発言を求む〕

斉藤達也君。

○副議長（斉藤達也君）ただいま、皆様方のご推挙をいただき、副議長に当選させてい

ただきました斉藤達也でございます。このような重責を担うことになりましたことを、

大変光栄に存じますとともに、責任の重大さを痛感いたしております。

水道事業におきましては、喫緊の課題も多く、大変厳しい事業環境の中ではあります

が、小島議長の下、様々な重要課題にも積極的に取り組むと共に、議会の円滑な運営に

努めてまいる所存であります。

議員各位のご指導、ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上げまして、まことに簡

単ではございますが、就任のご挨拶とさせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（小島健一君）次に、日程第３、議席の指定を行います。

議席につきましては、会議規則第４条第１項の規定により、お手元に配付いたしまし

た議席表のとおり指定いたします。

〔参 照〕

指定された議席
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中 島 光 徳 君

林 敏 夫 君

渡 辺 光 一 君

の４名を指名いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。よって、そのように決定いたしました。

なお、ただいまの広域水道常任委員会委員の選任及び議会運営委員会委員の選任に伴

う正・副委員長の互選等のため、本日の本会議休憩中に各委員会を開催いたします。

広域水道常任委員会は第３委員会室、議会運営委員会は議会会議室においてそれぞれ

開催いたしますので、ご出席をお願いいたします。

○議長（小島健一君）本職あて文書が提出されておりますので、職員に朗読をさせます。

〔事務局長朗読〕

広域水総第６１４号

令和７年７月１５日

神奈川県内広域水道企業団議会

議 長 様

神奈川県内広域水道企業団

企業長 城 博 俊

議案の提出について

議会７月臨時会の議案を別冊のとおり提出いたします。

○議長（小島健一君）なお、監査委員報告４件、令和６年度神奈川県内広域水道企業団水

道用水供給事業会計予算繰越計算書及び議事説明者についてをお手元に配付しておりま

すので、ご了承願います。

〔巻末３～ 頁参照〕

○議長（小島健一君）おはかりいたします。

これにて休憩いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。 よって、休憩といたします。

令和 年 月 日

１番 斉 藤 達 也 ２番 横 山 勇 太 朗 ３番 中 島 光 徳

４番 森 ひ ろ た か ５番 渡 辺 光 一 ６番 小 島 健 一

７番 い そ も と 桂 太 郎 ８番 青 山 圭 一 ９番 石 田 康 博

番 林 敏 夫 番 か わ の 忠 正

○議長（小島健一君）次に、日程第４、会期の決定を議題といたします。

おはかりいたします。

本臨時会の会期は、本日１日限りといたしたいと思いますが、これにご異議ございま

せんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議ないと認めます。よってそのように決定いたしました。

○議長（小島健一君）次に、日程第５、広域水道常任委員会委員の選任を議題といたしま

す。

広域水道常任委員会委員の選任につきましては、委員会条例第６条の規定により、本

職から指名いたします。

おはかりいたします。

委員の指名につきましては、私を含む議員全員を広域水道常任委員会の委員に指名し

たいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。よって、そのように決定いたしました。

なお、本職は慣例により、広域水道常任委員会委員を辞任いたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。よって、そのように決定いたしました。

○議長（小島健一君）次に、日程第６、議会運営委員会委員の選任を議題といたします。

議会運営委員会委員の選任につきましても、委員会条例第６条の規定により、本職か

ら指名いたします。

おはかりいたします。

委員の指名につきましては、

い そ も と 桂 太 郎 君
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中 島 光 徳 君

林 敏 夫 君

渡 辺 光 一 君

の４名を指名いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。よって、そのように決定いたしました。

なお、ただいまの広域水道常任委員会委員の選任及び議会運営委員会委員の選任に伴

う正・副委員長の互選等のため、本日の本会議休憩中に各委員会を開催いたします。

広域水道常任委員会は第３委員会室、議会運営委員会は議会会議室においてそれぞれ

開催いたしますので、ご出席をお願いいたします。

○議長（小島健一君）本職あて文書が提出されておりますので、職員に朗読をさせます。

〔事務局長朗読〕

広域水総第６１４号

令和７年７月１５日

神奈川県内広域水道企業団議会

議 長 様

神奈川県内広域水道企業団

企業長 城 博 俊

議案の提出について

議会７月臨時会の議案を別冊のとおり提出いたします。

○議長（小島健一君）なお、監査委員報告４件、令和６年度神奈川県内広域水道企業団水

道用水供給事業会計予算繰越計算書及び議事説明者についてをお手元に配付しておりま

すので、ご了承願います。

〔巻末３～ 頁参照〕

○議長（小島健一君）おはかりいたします。

これにて休憩いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。 よって、休憩といたします。
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委 員 長 いそもと 桂太郎

副委員長 中島 光徳

○議長（小島健一君）次に、日程第７、議案第６号 副企業長の選任について及び日程第

８、議案第７号 監査委員の選任について、両議案を一括して議題といたします。

議案の朗読は省略いたします。

〔巻末１、２頁参照〕

企業長の説明を求めます。

〔企業長、発言を求む〕

○議長（小島健一君）城企業長。

○企業長（城博俊君）本日、ご提案いたしました議案について、ご説明申し上げます。

議案第６号 副企業長の選任についてでございます。

このたび山隈隆弘副企業長から、令和７年７月１５日をもって辞職したい旨の届け出

があり、これを承認することといたしました。このことに伴い、後任の副企業長に西山

俊昭氏を選任したく、神奈川県内広域水道企業団規約第８条の２第３項の規定により、

議会の同意を求めるものです。

次いで、議案第７号 監査委員の選任についてでございます。

このたび大八木雅之監査委員から、令和７年７月１５日をもって辞職したい旨の届け

出があり、これを承認することといたしました。このことに伴い、後任の監査委員に、

栗谷静哉氏を選任したく、地方公営企業法第３９条の２第５項の規定により、議会の同

意を求めるものであります。

ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。以上でございます。

○議長（小島健一君）おはかりいたします。

日程第７、議案６号 副企業長の選任について及び日程第８、議案第７号 監査委員

の選任については、この程度で採決いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。よって採決いたします。

裁決は区分して行います。まず、日程第７、議案第６号 副企業長の選任について、

西山俊昭君を副企業長に選任することにご同意の方は、ご起立願います。

〔総員起立〕

○議長（小島健一君）総員起立により、原案のとおり同意することに決定いたしました。

令和 年 月 日

午後２時２０分 休憩

午後３時２５分 再開

〔事務局長報告〕

出席議員 議長共１１名

○議長（小島健一君）休憩前に引き続き会議を開きます。

引き続き審議を行います。

○議長（小島健一君）本職あて文書が提出されておりますので、職員に朗読させます。

〔事務局長朗読〕

令和７年７月１５日

神奈川県内広域水道企業団議会

議 長 小島 健一 様

広域水道常任委員会

委員長 かわの 忠正

正副委員長互選結果報告書

本委員会は、委員会条例第７条第２項の規定に基づき７月１５日に正副委員長を互選

した結果、次のとおり決定したので報告します。

広域水道常任委員会

委 員 長 かわの 忠正

副委員長 渡辺 光一

令和７年７月１５日

神奈川県内広域水道企業団議会

議 長 小島 健一 様

議会運営委員会

委員長 いそもと 桂太郎

正副委員長互選結果報告書

本委員会は、委員会条例第７条第２項の規定に基づき７月１５日に正副委員長を互選

した結果、次のとおり決定したので報告します。

議会運営委員会
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委 員 長 いそもと 桂太郎

副委員長 中島 光徳

○議長（小島健一君）次に、日程第７、議案第６号 副企業長の選任について及び日程第

８、議案第７号 監査委員の選任について、両議案を一括して議題といたします。

議案の朗読は省略いたします。

〔巻末１、２頁参照〕

企業長の説明を求めます。

〔企業長、発言を求む〕

○議長（小島健一君）城企業長。

○企業長（城博俊君）本日、ご提案いたしました議案について、ご説明申し上げます。

議案第６号 副企業長の選任についてでございます。

このたび山隈隆弘副企業長から、令和７年７月１５日をもって辞職したい旨の届け出

があり、これを承認することといたしました。このことに伴い、後任の副企業長に西山

俊昭氏を選任したく、神奈川県内広域水道企業団規約第８条の２第３項の規定により、

議会の同意を求めるものです。

次いで、議案第７号 監査委員の選任についてでございます。

このたび大八木雅之監査委員から、令和７年７月１５日をもって辞職したい旨の届け

出があり、これを承認することといたしました。このことに伴い、後任の監査委員に、

栗谷静哉氏を選任したく、地方公営企業法第３９条の２第５項の規定により、議会の同

意を求めるものであります。

ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。以上でございます。

○議長（小島健一君）おはかりいたします。

日程第７、議案６号 副企業長の選任について及び日程第８、議案第７号 監査委員

の選任については、この程度で採決いたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。よって採決いたします。

裁決は区分して行います。まず、日程第７、議案第６号 副企業長の選任について、

西山俊昭君を副企業長に選任することにご同意の方は、ご起立願います。

〔総員起立〕

○議長（小島健一君）総員起立により、原案のとおり同意することに決定いたしました。
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○議長（小島健一君）次に、日程第８、議案第７号 監査委員の選任について、栗谷静哉

君を監査委員に選任することにご同意の方は、ご起立願います。

〔総員起立〕

○議長（小島健一君）総員起立により、原案のとおり同意することに決定いたしました。

○議長（小島健一君）次に、日程第９、委員会の閉会中の継続調査を議題といたします。

おはかりいたします。

日程第９につきましては、お手元に配付いたしました広域水道常任委員会及び議会運

営委員会の申し出どおり、今後、議会閉会中も引き続き調査を願うことにいたしたいと

思いますが、ご異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（小島健一君）ご異議がないと認めます。よってそのように決定いたしました。

〔巻末 、 頁参照〕

○議長（小島健一君）以上で全日程を終了いたしましたので、会議を閉じます。

会議の結果につきましては、本職から関係方面に手続をいたします。

これをもちまして、神奈川県内広域水道企業団議会７月臨時会を閉会いたします。

ありがとうございました。

午後３時３６分 閉会
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１ 企業長提出議案 

 

 

 議案第６号 

  副企業長の選任について 

神奈川県内広域水道企業団規約（昭和４４年自治許第３０２号自治大臣

許可）第８条の２第３項の規定により、副企業長に次の者を選任いたした

いので同意を求める。 

 

  西山 俊昭 

 

 令和７年７月１５日提出 

 

 神奈川県内広域水道企業団 

 企業長  城  博 俊 
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１　企業長提出議案



 議案第７号 

   監査委員の選任について 

地方公営企業法第３９条の２第５項の規定により、監査委員に次の者を

選任いたしたいので同意を求める。 

 

栗谷 静哉 

 

 令和７年７月１５日提出 

 

神奈川県内広域水道企業団 

企業長  城  博 俊 

 

2� 朗読を省略した文書（企業長提出議案）



写
２　諸　報　告

朗読を省略した文書（諸報告）� 3

２　諸　報　告



　　　　　　　　　　　水道用水供給事業月次合計残高試算表

令和７年１月３１日
借　　　　　　方 貸　　　　　　方

残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

874,724,855,308 959,668,716,333 8,728,299,428 資資  産産  勘勘  定定 6,330,234,846 503,746,378,644 418,802,517,619

846,320,436,574 849,130,211,561 476,683,577  固 定 資 産 158,591,251 421,612,292,606 418,802,517,619

673,095,599,528 675,905,374,515 476,683,577  　有形固定資産 158,591,251 421,612,292,606 418,802,517,619

172,424,837,046 172,424,837,046  　無形固定資産

800,000,000 800,000,000  　投資その他の資産

28,404,418,734 110,538,504,772 8,251,615,851  流 動 資 産 6,171,643,595 82,134,086,038

24,281,394,617 99,322,403,524 7,684,420,521  　現金・預金 5,773,419,291 75,041,008,907

4,111,409,927  　未収金 4,111,409,927

 　有価証券

148,513,000 148,513,000  　貯蔵品

 　短期貸付金

 　前払費用

2,322,865,100 3,145,136,300 171,704,300  　前払金 137,800,000 822,271,200

 　立替金

652,799,436 2,812,058,000 259,080,000  　仮払金 260,418,099 2,159,258,564

998,846,581 998,984,021 136,411,030  　その他流動資産 6,205 137,440

135,079,869,640 187,411,448 負負  債債  勘勘  定定 526,169,269 290,936,865,903 155,856,996,263

11,853,165  固 定 負 債 49,519,605,050 49,507,751,885

　 企業債 46,190,876,377 46,190,876,377

　 他会計借入金

　 受託金

　 リース債務

11,853,165 　 引当金 3,328,728,673 3,316,875,508

　 その他固定負債

14,715,192,535 184,884,893  流 動 負 債 524,730,702 23,966,713,343 9,251,520,808

　 一時借入金

5,879,806,025 　 企業債 11,778,093,288 5,898,287,263

　 他会計借入金

　 リース債務

7,962,396,643 130,067,000  　未払金 151,604,000 8,266,238,071 303,841,428
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借　　　　　　方 貸　　　　　　方
残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

42,695,172  　未払費用 42,695,172

 　前受金

552,142,905 54,817,893 　 預り金 41,999,988 679,603,813 127,460,908

　 預り有価証券

　 仮受金

　 前受収益

278,151,790 　 引当金 278,151,790

　 その他流動負債 331,126,714 2,921,931,209 2,921,931,209

120,352,823,940 2,526,555  繰延収益 1,438,567 217,450,547,510 97,097,723,570

42,929,266 2,526,555 　 長期前受金 217,426,331,889 217,383,402,623

120,285,679,053 120,309,894,674 　 長期前受金収益化累計額 1,438,567 24,215,621

11,362,383,116 資資  本本  勘勘  定定 294,855,620,841 283,493,237,725

 資 本 金 266,971,937,238 266,971,937,238

　 資本金 266,971,937,238 266,971,937,238

11,362,383,116  剰 余 金 27,883,683,603 16,521,300,487

　 資本剰余金 4,178,341,418 4,178,341,418

11,362,383,116 　 利益剰余金 23,705,342,185 12,342,959,069

　 欠損金

362 収収  益益  勘勘  定定 3,312,381,807 29,242,666,675 29,242,666,313

362  用水供給事業収益 3,312,381,807 29,242,666,675 29,242,666,313

　 営業収益 3,310,412,660 29,185,941,260 29,185,941,260

362 　 営業外収益 1,969,147 56,725,415 56,725,053

　 特別利益

12,670,562,612 12,674,608,106 1,253,217,699 費費  用用  勘勘  定定 142,653 4,045,494

12,670,562,612 12,674,608,106 1,253,217,699  用水供給事業費用 142,653 4,045,494

12,304,155,286 12,308,200,780 1,253,217,699 　 営業費用 142,653 4,045,494

366,407,326 366,407,326 　 営業外費用

　 特別損失

887,395,417,920 1,118,785,577,557 10,168,928,575 合合　　　　　　計計 10,168,928,575 1,118,785,577,557 887,395,417,920
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　　　　　　　　　　　水道用水供給事業月次合計残高試算表

令和７年２月２８日
借　　　　　　方 貸　　　　　　方

残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

876,766,126,270 964,210,163,051 4,541,446,718 資資  産産  勘勘  定定 2,478,439,632 506,224,818,276 418,780,781,495

846,420,406,586 849,363,412,116 233,200,555  固 定 資 産 111,494,419 421,723,787,025 418,780,781,495

673,195,569,540 676,138,575,070 233,200,555  　有形固定資産 111,494,419 421,723,787,025 418,780,781,495

172,424,837,046 172,424,837,046  　無形固定資産

800,000,000 800,000,000  　投資その他の資産

30,345,719,684 114,846,750,935 4,308,246,163  流 動 資 産 2,366,945,213 84,501,031,251

26,183,050,193 102,991,803,419 3,669,399,895  　現金・預金 1,767,744,319 76,808,753,226

4,111,409,927  　未収金 4,111,409,927

 　有価証券

148,513,000 148,513,000  　貯蔵品

 　短期貸付金

 　前払費用

2,472,139,400 3,391,460,600 246,324,300  　前払金 97,050,000 919,321,200

 　立替金

407,649,534 3,069,058,000 257,000,000  　仮払金 502,149,902 2,661,408,466

1,134,367,557 1,134,505,989 135,521,968  　その他流動資産 992 138,432

135,161,109,453 81,239,813 負負  債債  勘勘  定定 382,583,367 291,319,449,270 156,158,339,817

33,498,145 21,644,980  固 定 負 債 49,519,605,050 49,486,106,905

　 企業債 46,190,876,377 46,190,876,377

　 他会計借入金

　 受託金

　 リース債務

33,498,145 21,644,980 　 引当金 3,328,728,673 3,295,230,528

　 その他固定負債

14,774,787,368 59,594,833  流 動 負 債 382,583,367 24,349,296,710 9,574,509,342

　 一時借入金

5,879,806,025 　 企業債 11,778,093,288 5,898,287,263

　 他会計借入金

　 リース債務

7,972,168,643 9,772,000  　未払金 8,266,238,071 294,069,428
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借　　　　　　方 貸　　　　　　方
残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

42,695,172  　未払費用 42,695,172

 　前受金

601,965,738 49,822,833 　 預り金 54,393,971 733,997,784 132,032,046

　 預り有価証券

　 仮受金

　 前受収益

278,151,790 　 引当金 278,151,790

　 その他流動負債 328,189,396 3,250,120,605 3,250,120,605

120,352,823,940  繰延収益 217,450,547,510 97,097,723,570

42,929,266 　 長期前受金 217,426,331,889 217,383,402,623

120,285,679,053 120,309,894,674 　 長期前受金収益化累計額 24,215,621

11,362,383,116 資資  本本  勘勘  定定 294,855,620,841 283,493,237,725

 資 本 金 266,971,937,238 266,971,937,238

　 資本金 266,971,937,238 266,971,937,238

11,362,383,116  剰 余 金 27,883,683,603 16,521,300,487

　 資本剰余金 4,178,341,418 4,178,341,418

11,362,383,116 　 利益剰余金 23,705,342,185 12,342,959,069

　 欠損金

362 収収  益益  勘勘  定定 3,286,816,528 32,529,483,203 32,529,482,841

362  用水供給事業収益 3,286,816,528 32,529,483,203 32,529,482,841

　 営業収益 3,280,923,220 32,466,864,480 32,466,864,480

362 　 営業外収益 5,893,308 62,618,723 62,618,361

　 特別利益

14,195,715,608 14,199,990,874 1,525,382,768 費費  用用  勘勘  定定 229,772 4,275,266

14,195,715,608 14,199,990,874 1,525,382,768  用水供給事業費用 229,772 4,275,266

13,829,308,282 13,833,583,548 1,525,382,768 　 営業費用 229,772 4,275,266

366,407,326 366,407,326 　 営業外費用

　 特別損失

890,961,841,878 1,124,933,646,856 6,148,069,299 合合　　　　　　計計 6,148,069,299 1,124,933,646,856 890,961,841,878
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　　　　　　　　　　　水道用水供給事業月次合計残高試算表

令和７年３月３１日
借　　　　　　方 貸　　　　　　方

残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

資資  産産  勘勘  定定

 固 定 資 産

 　有形固定資産

 　無形固定資産

 　投資その他の資産

 流 動 資 産

 　現金・預金

 　未収金

 　有価証券

 　貯蔵品

 　短期貸付金

 　前払費用

 　前払金

 　立替金

 　仮払金

 　その他流動資産

負負  債債  勘勘  定定

 固 定 負 債

　 企業債

　 他会計借入金

　 受託金

　 リース債務

　 引当金

　 その他固定負債

 流 動 負 債

　 一時借入金

　 企業債

　 他会計借入金

　 リース債務

 　未払金
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借　　　　　　方 貸　　　　　　方
残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

 　未払費用

 　前受金

　 預り金

　 預り有価証券

　 仮受金

　 前受収益

　 引当金

　 その他流動負債

 繰延収益

　 長期前受金

　 長期前受金収益化累計額

資資  本本  勘勘  定定

 資 本 金

　 資本金

 剰 余 金

　 資本剰余金

　 利益剰余金

　 欠損金

収収  益益  勘勘  定定

 用水供給事業収益

　 営業収益

　 営業外収益

　 特別利益

費費  用用  勘勘  定定

 用水供給事業費用

　 営業費用

　 営業外費用

　 特別損失

合合　　　　　　計計

朗読を省略した文書（諸報告）� 11



写

12� 朗読を省略した文書（諸報告）



　　　　　　　　　　　水道用水供給事業月次合計残高試算表

令和７年４月３０日
借　　　　　　方 貸　　　　　　方

残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

864,239,268,508 881,209,650,512 9,570,539,272 資資  産産  勘勘  定定 16,970,382,004 442,848,428,764 425,878,046,760

844,136,708,934 844,136,708,934 340,833,163  固 定 資 産 425,878,046,760 425,878,046,760

676,531,531,625 676,531,531,625 140,833,163  　有形固定資産 425,878,046,760 425,878,046,760

166,605,177,309 166,605,177,309  　無形固定資産

1,000,000,000 1,000,000,000 200,000,000  　投資その他の資産

20,102,559,574 37,072,941,578 9,229,706,109  流 動 資 産 16,970,382,004 16,970,382,004

18,266,584,690 31,464,020,273 7,847,528,612  　現金・預金 13,197,435,583 13,197,435,583

172,858,387 3,945,804,808  　未収金 3,772,946,421 3,772,946,421

 　有価証券

148,513,000 148,513,000  　貯蔵品

 　短期貸付金

 　前払費用

1,118,050,300 1,118,050,300 985,624,300  　前払金

 　立替金

357,350,000 357,350,000 357,350,000  　仮払金

39,203,197 39,203,197 39,203,197  　その他流動資産

　

130,594,742,316 6,995,729,307 負負  債債  勘勘  定定 49,546,992 279,655,634,480 149,060,892,164

 固 定 負 債 42,890,769,700 42,890,769,700

　 企業債 39,541,238,747 39,541,238,747

　 他会計借入金

　 受託金

　 リース債務

　 引当金 3,349,530,953 3,349,530,953

　 その他固定負債

6,995,729,307 6,995,729,307  流 動 負 債 49,546,992 19,557,865,107 12,562,135,800

　 一時借入金

　 企業債 10,149,637,630 10,149,637,630

　 他会計借入金

　 リース債務

6,949,108,674 6,949,108,674  　未払金 8,911,410,710 1,962,302,036
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借　　　　　　方 貸　　　　　　方
残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

 　未払費用 33,367,511 33,367,511

 　前受金

46,620,633 46,620,633 　 預り金 48,028,126 172,987,490 126,366,857

　 預り有価証券

　 仮受金

　 前受収益

　 引当金 288,942,900 288,942,900

　 その他流動負債 1,518,866 1,518,866 1,518,866

123,599,013,009  繰延収益 217,206,999,673 93,607,986,664

　 長期前受金 217,206,999,673 217,206,999,673

123,599,013,009 123,599,013,009 　 長期前受金収益化累計額

資資  本本  勘勘  定定 289,753,990,001 289,753,990,001

 資 本 金 266,971,937,238 266,971,937,238

　 資本金 266,971,937,238 266,971,937,238

 剰 余 金 22,782,052,763 22,782,052,763

　 資本剰余金 4,178,341,418 4,178,341,418

　 利益剰余金 18,603,711,345 18,603,711,345

　 欠損金

収収  益益  勘勘  定定 25,035,199 25,035,199 25,035,199

 用水供給事業収益 25,035,199 25,035,199 25,035,199

　 営業収益

　 営業外収益 25,035,199 25,035,199 25,035,199

　 特別利益

478,695,616 478,770,902 478,770,902 費費  用用  勘勘  定定 75,286 75,286

478,695,616 478,770,902 478,770,902  用水供給事業費用 75,286 75,286

478,695,616 478,770,902 478,770,902 　 営業費用 75,286 75,286

　 営業外費用

　 特別損失

864,717,964,124 1,012,283,163,730 17,045,039,481 合合　　　　　　計計 17,045,039,481 1,012,283,163,730 864,717,964,124
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　　　　　　　　　　　水道用水供給事業月次合計残高試算表

令和７年５月３１日
借　　　　　　方 貸　　　　　　方

残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

865,696,031,973 889,775,747,385 8,566,096,873 資資  産産  勘勘  定定 7,109,333,408 449,957,762,172 425,878,046,760

844,174,561,879 844,174,581,173 37,872,239  固 定 資 産 19,294 425,878,066,054 425,878,046,760

676,569,384,570 676,569,403,864 37,872,239  　有形固定資産 19,294 425,878,066,054 425,878,046,760

166,605,177,309 166,605,177,309  　無形固定資産

1,000,000,000 1,000,000,000  　投資その他の資産

21,521,470,094 45,601,166,212 8,528,224,634  流 動 資 産 7,109,314,114 24,079,696,118

19,250,736,928 39,166,958,181 7,702,937,908  　現金・預金 6,718,785,670 19,916,221,253

3,945,804,808  　未収金 172,858,387 3,945,804,808

 　有価証券

148,513,000 148,513,000  　貯蔵品

 　短期貸付金

 　前払費用

1,666,844,600 1,666,844,600 548,794,300  　前払金

 　立替金

356,684,393 574,350,000 217,000,000  　仮払金 217,665,607 217,665,607

98,691,173 98,695,623 59,492,426  　その他流動資産 4,450 4,450

131,888,933,303 1,294,190,987 負負  債債  勘勘  定定 357,875,218 280,013,509,698 148,124,576,395

 固 定 負 債 42,890,769,700 42,890,769,700

　 企業債 39,541,238,747 39,541,238,747

　 他会計借入金

　 受託金

　 リース債務

　 引当金 3,349,530,953 3,349,530,953

　 その他固定負債

8,289,920,294 1,294,190,987  流 動 負 債 357,875,218 19,915,740,325 11,625,820,031

　 一時借入金

　 企業債 10,149,637,630 10,149,637,630

　 他会計借入金

　 リース債務

8,197,580,403 1,248,471,729  　未払金 8,911,410,710 713,830,307
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借　　　　　　方 貸　　　　　　方
残　　　高 累　　計 当　　月 科　　　　目 当　　月 累　　計 残　　高

 　未払費用 33,367,511 33,367,511

 　前受金

92,339,891 45,719,258 　 預り金 41,846,095 214,833,585 122,493,694

　 預り有価証券

　 仮受金

　 前受収益

　 引当金 288,942,900 288,942,900

　 その他流動負債 316,029,123 317,547,989 317,547,989

123,599,013,009  繰延収益 217,206,999,673 93,607,986,664

　 長期前受金 217,206,999,673 217,206,999,673

123,599,013,009 123,599,013,009 　 長期前受金収益化累計額

資資  本本  勘勘  定定 289,753,990,001 289,753,990,001

 資 本 金 266,971,937,238 266,971,937,238

　 資本金 266,971,937,238 266,971,937,238

 剰 余 金 22,782,052,763 22,782,052,763

　 資本剰余金 4,178,341,418 4,178,341,418

　 利益剰余金 18,603,711,345 18,603,711,345

　 欠損金

収収  益益  勘勘  定定 3,172,204,303 3,197,239,502 3,197,239,502

 用水供給事業収益 3,172,204,303 3,197,239,502 3,197,239,502

　 営業収益 3,150,213,740 3,150,213,740 3,150,213,740

　 営業外収益 21,990,563 47,025,762 47,025,762

　 特別利益

1,257,820,685 1,258,011,089 779,240,187 費費  用用  勘勘  定定 115,118 190,404

1,257,820,685 1,258,011,089 779,240,187  用水供給事業費用 115,118 190,404

1,257,820,685 1,258,011,089 779,240,187 　 営業費用 115,118 190,404

　 営業外費用

　 特別損失

866,953,852,658 1,022,922,691,777 10,639,528,047 合合　　　　　　計計 10,639,528,047 1,022,922,691,777 866,953,852,658
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令和６年度

水道用水供給事業会計予算繰越計算書

神奈川県内広域水道企業団
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令和７年７月１５日

神奈川県内広域水道企業団議会
議 長 小 島 健 一 様

広域水道常任委員会
委員長 か わ の 忠 正

閉会中継続調査申出書

本委員会は、調査中の事件について下記により閉会中もなお継続調査を要するも
のと決定したので、会議規則第７０条の規定により申し出ます。

記

１ 調査事件 水道用水供給事業
２ 理 由 調査を要するため

写
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写
令和７年７月１５日

神奈川県内広域水道企業団議会
議 長 小島 健一 様

議会運営委員会
委員長 いそもと 桂太郎

閉会中継続調査申出書

本委員会は、調査中の事件について下記により閉会中もなお継続調査を要するも
のと決定したので、会議規則第７０条の規定により申し出ます。

記

１ 調査事件 議会の運営に関することについて
議会の会議規則、委員会条例等について
議長の諮問に関することについて

２ 理 由 調査を要するため

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
神奈川県内広域水道企業団議会 
 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

     議 長   小 島 健 一 

 

     臨時議長   かわの 忠 正 

 

     議  員   斉 藤 達 也 

 

       同     いそもと桂太郎 
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神奈川県内広域水道企業団議会 
 

  地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

     議 長   小 島 健 一 

 

     臨時議長   かわの 忠 正 

 

     議  員   斉 藤 達 也 

 

       同     いそもと桂太郎 

 






